
                              

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「尚徳」２月号 第５２０号     平成２８年２月２６日 

鳥取大学附属小学校 学校便り    

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/ 

題字「尚徳」は，住川英明校長 

 

３月の主な行事予定 

 

 

 

 

 ２月１日（月）～２月３日（水）に５年生が「雪

の学校」に参加しました。 

 近年にない暖冬で、雪がない状態が続いて心配

しましたが、子どもたちの願いが天に通じたのか、

予定通り実施することができました。 

普段の学校生活から離れて友達といっしょに昼

夜を過ごす楽しさもありますが、何といっても、

スキーに集中し、技量を伸ばすことができたこと

を実感できることにこの学習の喜びがあります。 

あっという間の２泊３日「雪の学校」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ちょっと一息！記念撮影 

             

 

 

 

１日（火）弁当の日（全学年）・委員会活動 

３日（木）学校評議委員会 

      懇話会執行部会・常任委員会 

４日（金）６年生を送る会 

おはようおはなしの会（上学年） 

８日（火）バイキング給食（６年） 

弁当の日（１～５年） 

１１日（金）おはようおはなしの会（下学年） 

      附属中学校卒業証書授与式 

１５日（火）附属幼稚園卒園式 

１６日（水）附属特別支援学校卒業証書授与式 

      卒業式前日準備（５年以外給食後下校） 

１７日（木）第６９回附属小学校卒業証書授与式 

（１１：３０頃下校・給食なし） 

２１日（月）春分の日 

２２日（火）１１：３０頃下校・給食なし（～３/２４） 

２４日（木）修了式・離任式 

２５日（金）学年末・学年始休業日（～４/５） 

※４月 ６日（水）始業式  ４月７日（木）入学式 

 ４月２３日（土）学習参観日・懇話会総会 

 ４月２６日（火）旅の学校（６年 ～４/２８） 

 

 

「雪の学校」（５年）を実施しました 

「  充 実 し た 失 敗  」 

校長 住川 英明 

子どもたちには、たくさん失敗してほしいし、失敗の中でたくさんのことを学んでほしいと願っています。 

 書道を専門とする私にとって、作品を制作することは仕事の一つですが、これは文字どおり失敗の連続です。

「これでよし」と思えるまで、少なくとも数十回は失敗を繰り返します。書き損じた紙のことを「反故（ほご）」

と呼んでいますが、作品を一つ仕上げた後は、部屋中が反故の山になります。 

 このとき私が気をつけていることは、一枚の作品を必ず最後まで書ききることです。「失敗だ！」というこ

とで、途中で筆を投げることのないようにしています。たとえうまくいか 

なくても、またこの先うまくいくとは思えなくても、これまで書いたプロ 

セスを活かしきるつもりで、とにかく一通り書いてみる。失敗か成功かの 

判断はそのときすればよろしい、そう考えるようにしています。 

 多くの人が言うように、失敗は成功の糧です。しかし、成功はいわば 

「充実した失敗」からしか生まれないように思います。あきらめず、粘り 

強く取り組んだ結果としての失敗だけが、成功につながる場合が多いよう 

に思うのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

                                                

 

 

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/


 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

教諭 乾 道夫 

先日の実りの学校で行われた全校音楽。葉加瀬太郎 

さんの「情熱大陸」を全校で合奏しました。わたしも 

大きな楽器を持って、一緒に演奏しました。久しぶり 

に手にした楽器「チューバ」は、なかなか思い通りに 

鳴り響いてくれません。前日練習の日は思うような音 

が出ず、メンテナンスも十分ではなかったため、動き 

もよくありませんでした。夕方になり、ようやく楽器 

の手入れをして、練習に取り組みました。本番は、何 

とか音を出すことができましたが、「昔はもっと上手 

に吹けたのになあ」と思うことしきりでした。 

 中学、高校と吹奏楽部に所属し、毎日 

楽器を持って練習していました。毎日練 

習ができる環境があったことは、本当に 

ありがたいことだったのだなあと、今に 

なってしみじみと感じます。今は、毎日 

とはいきませんが、地元気高町の吹奏楽 

グループで、仲間とともに演奏を続けて 

います。好きなことを仲間とともに続けられる環境が 

あることに感謝しながら、音楽を楽しみ続けています。  

 

 

 
「実りの学校」大盛況 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

好きなことを続けられることに感謝して 

１年「できるようになったよ」 

３年「発見！わたしたちの 

まち」 

５年「世界のはてまでシッテ

GO！」 

聴いて観て！ 音でつながる附小っ子 

２０１６ 合唱「校歌」・合奏「情熱大陸」 

 

 

 

２月１８日（木）、鳥取大学の石本雄真スクー

ルカウンセラーを講師にお迎えし、第２回ＰＴＣ

Ｃ井戸端会議を実施しました。 

最初に、石本先生に、成長発達の過程でみられ

るさまざまな事象（行動）の根源にはそれぞれの

思考があること、その考え方についてアプローチ

していくことが必要であること等を教えていた

だきました。 

その後、グループになって、抱えている悩み事

や不安なことについて意見を出し合い、石本先生

に一つ一つ丁寧に答えていただきました。 

 参加された保護者の皆さんが小グループで熱

心に話し合うこ 

とができ、同じ 

悩みを共有した 

り、アドバイス 

をしてもらった 

りするなど有意 

義な井戸端会議 

となりました。    石本雄真先生のお話 

２年「チャレンジ！！」 

４年「未来にアクション！！ 

  ４年エコプロジェクト」 

6 年「明日へ～これがわた

したちの進む道～」 

第２回ＰＴＣＣ井戸端会議実施 

 

 

 

２月１１日（木）に、実りの学校を

実施し、多くの保護者やご家族の皆様

にお越しいただきました。 

 各学年が、ちいき（総合的な学習の

時間）や生活科をはじめとする各教科

の学習を通して学んだことを、歌やプ

レゼン、実演や劇など、様々な表現方

法を用いて発表しました。 

 また、今年は、「全校がひとつになっ

て表現する場を」との思いから、全校

合唱や合奏を行いました。 

 ご来場の皆様から大きな拍手や声援

をいただき、子どもたちもとても喜ん

でいました。ありがとうございました。 


